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２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
10
月
に
発

行
し
た
機
関
誌
﹃
観
光
文
化
﹄
第
２
１
５

号
に
お
い
て
、「
国
立
公
園
の
利
用
者
意
識

に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
、
知
床
、
奥
日

光
、
上
高
地
、
立
山
を
訪
れ
た
観
光
客
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
紹

介
し
た
。
今
号
で
は
、
同
デ
ー
タ
を
用
い
、

国
立
公
園
利
用
が
利
用
者
に
も
た
ら
す
効

用
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
。

研
究
の
背
景
と
目
的

近
年
、
観
光
は
地
域
社
会
へ
の
経
済
的

な
効
果
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
地
域
か
ら
見
た
視
点
で

あ
り
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
見
た
効
果
に

国
立
公
園
の

利
用
者
意
識
に
関
す
る
研
究
②

―
―
山
岳
系
国
立
公
園
利
用
が
も
た
ら
す
効
用
と
は

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
研
究
部
　
主
任
研
究
員

五
木
田 

玲
子

観光研究最前線（2）

つ
い
て
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ

こ
で
、
観
光
の
持
つ
根
源
的
な
力
を
改
め

て
見
つ
め
直
す
こ
と
に
し
た
。

本
研
究
は
、
国
立
公
園
利
用
が
も
た

ら
す
感
動
や
効
用
と
い
っ
た
心
理
的
な
効

果
に
着
目
し
、
既
存
研
究
で
は
明
ら
か
と

な
っ
て
い
な
い
山
岳
系
国
立
公
園
を
利
用

し
て
得
ら
れ
る
心
理
的
効
用
の
特
徴
、
効

用
と
活
動
と
の
関
係
性
、
効
用
の
関
連
概

念
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
各
用
語
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
通
り
（
図
１
）。

○
効
用

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
効
用
に
関

す
る
調
査
研
究
は
、
欧
米
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
き
た
1） 

2）
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
い
て
は
、野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
効
用
は
、「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
後
に
お
け
る
好
ま
し

い
変
化
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り 

2）
、ア
ウ

ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ

る
具
体
的
な
効
用
が
列
挙
さ
れ
て
い
る 

3）
。

○
感
動

感
動
は
、「
深
く
物
に
感
じ
て
心
を
動

か
す
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
4）
、
心
理
学
の

分
野
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

欧
米
で
は
そ
も
そ
も
感
動
に
相
当
す
る

単
語
表
現
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
4）
。

観光文化226号 July 2015

図１ 満足とロイヤルティの関係性および感動、満足、効用の概念

時間軸を基にした感動、満足、効用の概念図

時間軸

満足とロイヤルティの関係性   観光庁（2010）8）

感動満足 ロイヤルティ 満足 効用

深く物に感じて
心を動かすこと

戸梶（2001）4）

感情の総合勘定
Hunt（1977）7）

環境変化に関わらず、
将来にわたって特定の
ブランドやサービスを使い
続けたいという強い想い
（再来訪意向・紹介意向）

Oliver（1999）5）

感情の総合勘定
Hunt（1977）7）

レクリエーション
活動後における
好ましい変化
Driver（1991）2）
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53 観光研究最前線（2）◉国立公園の利用者意識に関する研究②——山岳系国立公園利用がもたらす効用とは

人
生
の
豊
か
さ
と
親
和
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
「
自
己
実
現
感
・
充
実
感
」「
冒

険
心
」「
自
信
」「
友
情
・
恋
愛
・
家
族
感

情
の
醸
成
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
調
査
方
法

本
研
究
で
は
、公
園
利
用
者
に
対
し
て
、

自
己
記
入
方
式
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
調
査
概
要
は
、
表
１
の
通

り
で
あ
る
。

調
査
項
目
は
、
性
別
、
年
代
な
ど
の
基

本
属
性
、同
行
者
や
滞
在
時
間
な
ど
の
旅

行
内
容
に
加
え
、
総
合
効
用
、
感
動
、
満

足
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
今
回
の
旅
行

は
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
思
い
ま

す
か
（
総
合
効
用
）」「
今
回
の
滞
在
で
感

動
は
あ
り
ま
し
た
か
（
感
動
）」「
今
回
の

滞
在
の
満
足
度
を
お
答
え
く
だ
さ
い（
満

足
）」と
尋
ね
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、「
家
族
や

親
し
い
知
人
に
当
該
地
域
を
紹
介
し
た

い
で
す
か
（
家
族
や
親
し
い
知
人
へ
の
紹

介
意
向
）」「
１
年
以
内
に
、
当
該
地
域
に

来
訪
し
た
い
で
す
か
（
当
該
地
域
へ
の
１

年
以
内
の
再
来
訪
意
向
）」「
別
の
季
節

に
、当
該
地
域
に
来
訪
し
た
い
で
す
か（
当

該
地
域
へ
の
別
の
季
節
の
再
来
訪
意
向
）」

「
１
年
以
内
に
、
自
然
豊
か
な
観
光
地
に

来
訪
し
た
い
で
す
か
（
自
然
観
光
地
へ
の

１
年
以
内
の
来
訪
意
向
）」
の
４
項
目
に

つ
い
て
把
握
し
た
。

個
別
効
用
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
12

項
目
に
つ
い
て
「
今
回
、
本
地
域
を
訪
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、ご
自
身
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。

効
用
、
感
動
、
満
足
、
４
項
目
の
ロ
イ

・
環
境
へ
の
効
用

の
４
つ
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
、
個
人

に
お
け
る
効
用
は
、

・
心
理
・
精
神
的
効
用

・
健
康
面
に
お
け
る
効
用

の
２
つ
に
分
け
て
整
理
さ
れ
て
い
る
7）
。

本
研
究
の
対
象
は
心
理
的
効
用
で
あ
る

た
め
、
主
に
こ
の
分
類
内
の
効
用
に
着
目

し
、
列
挙
さ
れ
た
効
用
の
中
か
ら
、
ど
の

効
用
を
本
研
究
で
取
り
上
げ
る
べ
き
か
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

検
討
の
前
提
と
し
て
は
、
山
岳
系
国
立

公
園
利
用
が
人
々
に
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま

な
効
用
を
包
含
す
る
総
合
的
な
指
標
（
総

合
効
用
）
を
「
人
生
の
豊
か
さ
へ
の
貢
献
」

と
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
列
挙
さ
れ
て
い

る
効
用
の
中
か
ら
、
人
生
の
豊
か
さ
を
感

じ
る
上
で
よ
り
積
極
的
に
貢
献
す
る
と
考

え
ら
れ
る
「
自
己
感
謝
・
満
足
」
を
中
心

に
、
対
象
と
す
る
効
用
の
抽
出
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
複
数
の
分
類
に
重
複
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
美
に
対
す
る
よ
り
深

い
理
解
」「
創
造
力
醸
成
」「
情
緒
と
感
情

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
」「
環
境
へ
の
配

慮
」
を
、
次
に
、
自
然
に
関
す
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る「
自
然
に
対
す
る
理
解
力
」

「
自
然
と
個
と
の
一
体
感
」
を
、
さ
ら
に
、

○
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
分

野
に
お
い
て
「
環
境
変
化
に
関
わ
ら
ず
、

将
来
に
わ
た
っ
て
特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
や
サ

ー
ビ
ス
を
使
い
続
け
た
い
と
い
う
強
い
想

い
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
5）
、
観
光
分
野

で
は
、
行
動
的
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
「
再
来

訪
意
向
」、態
度
的
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
「
紹

介
意
向
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
6）
。

○
満
足

満
足
は
、「
感
情
の
総
合
勘
定
」
7）
と

定
義
さ
れ
て
お
り
、
属
性
、
期
待
、
認
知

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
品
質
、
認
知
さ
れ
た
サ

ー
ビ
ス
価
値
が
影
響
し
て
お
り
、
さ
ら
に

満
足
を
向
上
す
る
こ
と
で
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

も
高
ま
る
と
い
う
因
果
関
係
が
確
認
さ
れ

て
い
る
8）
。

調
査
概
要

（
１
）
効
用
の
設
定

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

得
ら
れ
る
効
用
は
、

・
個
人
に
お
け
る
効
用

・
社
会
的
文
化
的
効
用

・
経
済
的
効
用

表１ 調査概要

調査対象地
（調査地点）

調査方法

調査項目

調査期間

調査規模

◦知床国立公園知床地域（知床五湖高架木道出入り口）
◦日光国立公園奥日光地域（華厳の滝、赤沼駐車場（戦場ヶ原自然
研究路入り口）、三本松駐車場（戦場ヶ原展望台））

◦中部山岳国立公園上高地地域（上高地バスターミナル）
◦中部山岳国立公園立山地域（室堂ターミナル）
＊調査対象地の選択にあたっては、利用者の属性・行動の多様性、調査対象地
の資源の多様性、エリア設定の容易さを考慮。

調査員による調査票の手渡し配布、郵送による回収

公園利用者の基本属性、旅行内容、利用者意識など（約30問）

2011年7～8月、9～10月の2期

18,800件、回収：6,006件、回収率：31.9%
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54

ヤ
ル
テ
ィ
、
個
別
効
用
の
い
ず
れ
の
項
目

に
お
い
て
も
、
７
段
階
の
（
１
＝
全
く
そ

う
思
わ
な
い
・
全
く
感
動
し
な
か
っ
た
・

大
変
不
満
、⋮
⋮
、７
＝
大
変
そ
う
思
う
・

大
変
感
動
し
た・大
変
満
足
）を
設
定
し
た
。

結
果

（
１
）
山
岳
系
国
立
公
園
を
利
用
し
て

得
ら
れ
る
効
用
の
特
徴

既
存
研
究
よ
り
設
定
し
た
12
項
目
の

個
別
効
用
に
対
し
て
公
園
を
訪
れ
た
こ

と
で
得
ら
れ
た
自
身
の
変
化
の
度
合
い
を

７
段
階
評
価
で
取
得
し
た
結
果
、平
均
値

が
高
い
順
か
ら
、「
自
然
環
境
を
大
切
に

す
る
よ
う
に
な
る
」「
心
が
豊
か
に
な
る
」

「
自
然
が
好
き
に
な
る
」と
な
っ
た（
図
２
）。

こ
れ
ら
は
山
岳
系
国
立
公
園
を
利
用
し
て

得
ら
れ
る
効
用
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、「
人
生
が
豊
か
に
な
る
」と
設

定
し
た
総
合
効
用
に
つ
い
て
も
そ
の
平
均

値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
山
岳
系
国
立
公
園

利
用
は
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
に
寄
与

す
る
、と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

12
項
目
の
効
用
を
因
子
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

山
岳
系
国
立
公
園
利
用
の
効
用
は
、﹃
生

き
る
力
﹄と﹃
自
然
へ
の
親
し
み
﹄の
大
き

く
２
つ
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
２
）
効
用
と
活
動
と
の
関
係

活
動
の
実
施
有
無
に
よ
る
効
用
の
差
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
山
岳
系
国
立
公
園
で

「
芸
術
活
動
」
は
﹃
生
き
る
力
﹄
お
よ
び

﹃
自
然
へ
の
親
し
み
﹄双
方
を
喚
起
し
、「
登

山
」「
キ
ャ
ン
プ
」は﹃
生
き
る
力
﹄を
、「
景

色
を
見
る
」
は
﹃
自
然
へ
の
親
し
み
﹄
を

喚
起
す
る
（
図
３
）。

観光文化226号 July 2015

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
効
用
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

「
植
物
観
賞
」「
野
生
動
物
観
察
」「
ハ

イ
キ
ン
グ
」「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学
」

図２ 個別効用および総合効用の平均値

自
然
へ
の
親
し
み

生
き
る
力

自然環境を大切にするようになる
心が豊かになる

自然が好きになる
美しいものを見ることが好きになる

自然が身近になる
明日からまた頑張ろうと思うようになる

生活に充実感を感じるようになる
考え方や気持ちが前向きになる

家族や友人を大切にするようになる
想像力が豊かになる

チャレンジ精神が湧いてくる
自信が湧いてくる

総合効用（人生が豊かになる）

1 2 3 4 5 6

6.17

6.02

6.02

5.93

5.79

5.45

5.20

5.11

5.10

4.91

4.83

4.64

5.81

7

図３ 効用喚起力×活動実施率

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

景色を見る
95%

『
自
然
へ
の
親
し
み
』
喚
起
力

（
活
動
の
有
無
に
よ
る
因
子
得
点
の
差
）

『生きる力』喚起力
（活動の有無による因子得点の差）

＊円の大きさ、%は
活動の実施率を示す

＊遊覧船、温泉、宿泊は、
活動の有無により有意な差が
見られなかったため掲載していない

植物観賞
52%

ハイキング
51%

買い物
42%

食事
45%

登山
18%

観光施設
見学16%

野生動物
観察
26%

VC見学
17%

芸術活動
13%

キャンプ
5%

ガイドツアー
7%

226観光研究最前線02.indd   54 2015/07/02   17:36



55 観光研究最前線（2）◉国立公園の利用者意識に関する研究②——山岳系国立公園利用がもたらす効用とは

視
覚
で
捉
え
る
美
し
さ
や
そ
こ
で
し
か

感
じ
ら
れ
な
い
圧
倒
的
な
雄
大
さ
な
ど
は

利
用
者
の
自
然
へ
の
親
し
み
を
強
化
す
る
。

人
生
が
豊
か
に
な
る
と
さ
ら
に
実
感
す
る

た
め
に
は
、
そ
う
い
っ
た
直
感
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
世
界
を
合
わ
せ

て
体
感
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
山
岳

系
国
立
公
園
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
写
真
撮
影
・
描
画
な
ど
の
芸
術

ら
は
、感
動
が
満
足
に
与
え
る
影
響
に
対

し
て
満
足
が
効
用
に
与
え
る
影
響
は
弱
い

こ
と
、
効
用
は
満
足
よ
り
も
感
動
か
ら
直

接
受
け
る
影
響
の
ほ
う
が
強
い
こ
と
、
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
は
満
足
よ
り
も
効
用
か
ら
受

け
る
影
響
が
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
感

動
が
高
ま
る
と
効
用
が
高
ま
り
、
効
用
が

高
ま
る
と
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
が
高
ま
る
。
つ

ま
り
、
感
動
を
高
め
る
こ
と
は
山
岳
系
国

立
公
園
利
用
の
促
進
に
寄
与
す
る
、
と
言

え
る
。ま

と
め

国
立
公
園
利
用
者
の
人
生
の
豊
か
さ
へ

の
貢
献
の
た
め
に
は
、
公
園
管
理
に
お
い

て
、
感
動
を
も
た
ら
す
場
面
を
設
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
景
色
を
見
る
だ
け
よ
り
も
、写
真
撮
影・

描
画
な
ど
の
芸
術
活
動
や
動
植
物
観

察
な
ど
国
立
公
園
内
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
を
通
し

て
自
然
の
背
景
や
見
方
を
学
ぶ
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
生
き
る
力
も
含
め
た
よ

り
強
い
効
用
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
の
さ
ら
な
る
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

●

本
内
容
は
、日
本
造
園
学
会
研
究
発
表

論
文　
五
木
田
玲
子
・
愛
甲
哲
也
「
山
岳

系
国
立
公
園
利
用
者
の
感
動
、
満
足
、
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
、
心
理
的
効
用
の
関
係
性
」

（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究78

（5

）,533︲538

２
０
１
５
年
）の
要
約
で
あ
る
。

（
ご
き
た　

れ
い
こ
）

活
動
や
動
植
物
観
察
に
ふ
け
る
こ
と
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
を
通
し
て
自

然
の
背
景
や
見
方
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

生
き
る
力
も
含
め
た
よ
り
強
い
効
用
が
も

た
ら
さ
れ
る
。

（
３
）
感
動
、
満
足
、
効
用
、

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
関
係
性

感
動
、
満
足
、
効
用
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

項
目
間
の
関
係
性
を
分

析
す
る
手
法
で
あ
る
パ

ス
解
析
に
よ
っ
て
検
証

を
行
い
、「
感
動
は
満

足
に
影
響
を
与
え
、
満

足
は
人
生
を
豊
か
に
す

る
よ
う
な
効
用
に
影

響
を
与
え
る
。
感
動
は
、

効
用
に
も
直
接
影
響
を

与
え
る
。
さ
ら
に
、
満

足
、
効
用
は
そ
れ
ぞ
れ

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
に
も
影

響
を
与
え
る
。」と
い
う

モ
デ
ル
構
造
が
確
認
さ

れ
た
（
図
４
）。

さ
ら
に
関
係
性
の
強

さ
を
表
す
パ
ス
係
数
か
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図４ 感動、満足、効用、ロイヤルティの構造モデル

感動 効用満足

ロイヤルティ

0.376＊＊
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0.391＊＊
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＊＊統計的に有意であることを示している

＊＊: p<0.01
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